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アワビ類の貝殻の状態と肥満度の関係
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はじめに

アワビ類の貝殻にポリドラ属多毛類が穿孔し，貝殻

内表面へ達したときに，黒褐色のJ異常分泌や貝殻筋付

着部に不規則な凹凸を生じ，さらには軟体部重量の減

少，すなわちゃせアワピとなり，とのようなアワビを

飼育していると多くの個体が死亡するという報告Iト3)

がある。一方で，ポリドラの穿孔数とアワビ肥満度の

間に明確な相関が見られないとした報告4)もある。本

県においても， 1976年に館山市布良地先で「やせアワ

ビjが見られたが，とれについては餌となるアラメ・

カジメの凋落が起きたことから，餌量不足がやせた原

凶と考えられた5)。しかし， 1988， 1994年には，餌不

足とは考えられないやせアワピが出現して問題となり，

体成分分析や細菌検出がなされたが，原因は究明でき

なかった。当時の残されている調査資料や写真による

と，やせアワピとされた試料で，貝殻表面に多毛類穿

孔痕と貝殻内面に貝殻筋付着部の不規則凹凸が認めら

れるものや，それらの現象が全く認められないものも

あり，貝殻への多毛類の穿孔とアワピ肥満度には明ら

かな相関がないように見受けられた。そこで，アワピ

資源が豊寓でやせアワピ問題も顕在化していなかった

1975~1980年のクロアワビ及びメカイアワピについて，

貝殻の状態観察と測定データを突き合わせ，多毛類の

穿孔とアワピ肥満度の関連ttについて検討したので，

ここに報告する。

材料と方法

用いた只殻及び測定資料は，千倉町川口地先産のク

ロアワピが， 1975年6月から1979年8月の閥，概ね各

月10個体の合計'142{固体，鴨川市天面産のメカイアワ

ビが， 1979年3月から1980年12月の間，各月概ね10j閤

体の計154個体である。両種とも生殖腺熟度の年変化

を調べる目的で，漁期間中は漁獲されたもの，禁漁期

間中は特別採捕許可を得て水試職員がスキューバ潜水

で漁場から採取したものである(表1)。

貝殻は，ワイヤブラシで貝殻表面の付着物を削り落

として観察に供した。表面については，多毛類が穿孔

していたと考えられる小孔の数により，下記に示す4

段階に区分した。

。:小孔がほとんどない

1 :小孔が散在する

II:小孔が多く見られる

rn:小孔が多く，一部で殻皮層が剥離し，貝殻の内
部構造が露出している

内面については，特に貝殻筋付着部の不規則隆起に

注目して，下記に示す4段階に区分した。

。:隆起が全くなく，平滑である

1 :不規則隆起があるカ1貝殻筋付着部商積に占め
る隆起域面積の割合が10%未満である

II: 不規則隆起の占める割合が10~50%未満である

rn:不規則隆起の占める割合が50%以上である
アワピの肥満度は，下式により算出した。

肥満度二軟体部重量/全重量

ただし，全重量は貝殻上の付着物を除去した状態の

湿重量，軟体部重量は全葉量から貝殻の重量を差し引

いた重量とした。

結果と考察

アワビの殻長と貝殻の状態との関係を図Iに示した。

両種とも大きくなるほど貝殻表面の小孔が多く，また，

内而の貝殻筋付着部の不規則隆起も多くなる傾向が認

められる。このことは，年齢を重ねるに従い，次第に

多毛類による穿孔が進行し，内而の状態も悪化してい
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くことを示している。従って，貝殻表面の状態と内面

の状態の関係は，表面に小孔が多いほど内而の不規則

隆起が多くなる傾向となっている(図2)。

次に， J=!殻の状態と肥満度の関係を表2，図3に刀く

した。両種とも貝殻表面，内而の状態の違いによる肥

満度平均倍の差はなく，貝殻の状態が悪化しても，肥

満度の低ドする傾向は認められない。貝殻表面，内面

の状態が悪くとも高い肥満度を示すイ団体があり，逆に

非常にきれいな貝殻でも，極めて低い肥満度を示す個

体がある。

以上の調査結果は，多毛類の穿孔→貝殻の異常→軟

体部重量の減少という図式が必ずしも成り立たないこ

とを示している。しかし，今回の調査は，死んだアワ

ビの貝殻がどういう状態であるかだけをみた結果であ

り，そのアワピが生存していたときに多毛類が生きた

状態で穿孔していたか否かは不明である。また，近年

実際に入手した極端なやせアワビでは，その貝殻から

田中

多数の多毛類が検出され(東京水産大学田所倍氏によ

りPolydoraarmafaと同定された)，貝殻内凶には，主主

褐色斑，不規則隆起が生じていた。さらに，アワピ資

源が豊富で漁獲量も多かった時代には，やせたアワビ

は水揚げしなかったため，過去の調査資料からはやせ

アワビがほとんど見いだせないことも想定される。ま

た，穿孔した多毛類の穏類によりアワビに与える影響

が異なることも考えられる。いずれにしても，今回の

調査結果は，多毛類の穿孔が必ずしもアワビ軟体部重

量減少の第一原因ではないことを示唆している。

多毛類の穿孔率の増加とi手il己，懸濁物増加などの水

質環境の変化との関連に言及した報告もある4)が，こ

の点に関しては，本県の南部の干出する磯に掘削され

た溝l付に放流したクロアワビやメカイアワビが，堆積

した砂や浮泥に半分殻を埋没させるような状態で3年

間生息していたにもかかわらず，貝殻への多毛類の穿

孔がほとんど見られないことから(千桑県未発表資科)， 
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アワピ類の只殻の状態と肥満度の関係
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表2 貝殻の状態と肥満度

中国

貝殻内面 肥満度 貝殻内面 肥満度
クロアワピ ー メカイアワ巴 一

o I II 田 討 平均最小最大 。I H 国 計 平均最小最大
貝 。189 30 11 。230 0.71 0.60 0.80 貝 。72 17 6 1 96 0.64 0.55 0.73 
殻 I 75 43 10 1 129 0.70 0.62 0.76 殻 I 22 15 4 1 42 O. 64 0.54 O. 70 
表 E 21 20 9 I 51 0.70 O. 60 O. 78 表 E 4 6 2 2 14 O. 65 O. 56 0.71 
面 町 6 5 13 8 32 0.70 0.65 0.75 商 皿 z 0.60 O. 56 O. 65 

言十 291 98 43 10 442 計 98 39 12 5 154 

肥平均 0.700.70 0.70 O. 71 肥平均 0.640.64 O. 63 O. 64 
満最小 O.60 0.60 O. 65 O. 68 満最小 0.55O. 56 O. 54 O. 58 
度最大 0.80O. 78 O. 75 0.76 度最大 O.73 0.70 O. 69 0.70 

多毛類の穿孔増加には，浮1尼，懸i昔物以外の聖書闘が関
与していると考えられる。

アワビがやせる原因として，他に，寄生虫的やj宣伝

的要因7)などが報告されているが，いまだに明確にさ

れてはいなしミ。やせたアワピの増加は，アワビの再生

産にも悪影響を及ぼすものと考えられるので，今後と

もその原因究明や出現状況について注意深く観察して

いく必要がある。

採取したポリドラ属多毛類を同定していただいた，

東京水産大学の田所悟氏に感識の意を表します。

要約

1 )アワビ漁獲量が多かった1975~1980年に採捕され

たクロアワビ (442個体)，メカイアワピ (154個

体)の貝殻標本と測定資料を用いて，貝殻表而の

多毛類が穿孔していたと考えられる小孔と，貝設

内而貝殻筋付着部に生じた不規則隆起の状態とを

観察L，それらの程度とアワビの肥満度の関係に
ついて検討した。

2 )貝殻表面に小孔がほとんどなく，内而の真珠層も

不規則隆起がなく光沢がある個体でも肥満度の低

いものがある A方，貝殻表面に小孔が非常に多く

存在し殻皮層がはがれ，かっ，内面の貝殻筋付着

部が全面不規則隆起で覆われた伺体でも肥満度が

低いものが見られなかった。

3)以上から，必ずしも，多毛類の穿孔がアワビ軟体

部重量減少の第一原因ではないことを示唆すると

考えられた。
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